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公
共

四街道市予算査定／歳出
254億円、 収支差19億円

2
公
共

関東地整／事業評価委
北千葉道路の継続妥当

2
公
共

白井市予算査定／耐震
補強23.5億円は前倒し

2
公
共

船橋市予算編成／東消
防署古和釜分署等要求

2
業
界

千建協青年部会が勉強会
共通認識で社会資本整備

3
公
告

君津中央病院汚水管
接続換工事

6

千葉アスファルト
合材協　賀詞交歓会人材確保、世代交代で

連続休暇取得を促進

中
期
計
画
、順
調
に
推
移

県水道事業運営審

「
自
社
施
工
の
強
み
」再
確
認

　
自
分
の
住
ん
で
い
る
ま
ち
に

出
来
な
い
か
ら
「
原
発
建
設
に

賛
成
」
、
既
存
の
施
設
が
な
い

か
ら
「
原
発
再
稼
働
に
賛
成
」
。

そ
う
い
っ
た
人
が
多
い
と
思
う
。

「
東
京
23
区
に
は
絶
対
に
原
発

は
出
来
な
い
」
と
い
う
こ
と
で

賛
成
す
る
政
治
家
も
い
る
。
み

ん
な
が
「
対
岸
の
火
事
」
に
し

か
捉
え
て
い
な
い
。
地
球
温
暖

化
問
題
か
ら
、
火
力
発
電
に
依

存
す
る
の
も
厳
し
い
。
そ
れ
に

は
や
は
り
、
コ
ス
ト
が
ア
ッ
プ

し
て
も
大
部
分
を
「
自
然
エ
ネ

ル
ギ
ー
に
シ
フ
ト
」
し
て
い
か

ね
ば
な
ら
な
い
と
思
う
。

　
こ
こ
ま
で
は
「
綺
麗
ご
と
」

に
聞
こ
え
る
か
も
し
れ
な
い

が
、
も
し
、
こ
の
太
陽
光
発
電

事
業
が
「
や
れ
ば
や
る
ほ
ど
の

大
赤
字
」
に
な
る
の
で
あ
れ
ば

や
ら
な
い
し
、
当
社
に
は
そ
の

財
力
も
な
い
。
た
だ
、
こ
れ
ま

で
税
金
に
よ
る
公
共
工
事
を
数

多
く
受
注
し
て
き
た
こ
と
か
ら

も
「
こ
れ
か
ら
は
絶
対
に
社
会

に
還
元
し
て
い
か
ね
ば
」
と
考

え
、
こ
の
太
陽
光
発
電
事
業
は

一
つ
の
「
大
き
な
還
元
」
に
な

る
と
信
じ
て
い
る
。

公
共
工
事
の

受
注
と
還
元

　
２
０
２
０
年
の
東
京
五
輪
・

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
開
催
が
決

ま
る
前
だ
っ
た
。当
時
は
、こ
れ

か
ら
毎
年
公
共
工
事
が
縮
減
さ

れ
て
い
く
中
で
、
市
原
組
と
し

て
は
「
新
し
い
方
向
に
事
業
展

開
し
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
」

と
い
う
時
に
、
太
陽
光
発
電
が

ブ
ー
ム
に
な
り
つ
つ
あ
っ
た
。

メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
の
た
め
の
造
成

で
あ
っ
た
り
、
杭
打
ち
や
架
台

の
組
み
立
て
、
パ
ネ
ル
の
設
置

の
た
め
の
基
礎
工
事
ま
で
は
土

木
で
出
来
る
の
で
、な
ら
ば「
そ

う
い
う
勉
強
も
し
よ
う
」
と
当

社
（
市
原
組
）
で
引
き
受
け
た
。

　
美
浜
エ
ス
テ
ー
ト
と
し
て
の

ソ
ー
ラ
ー
事
業
も
そ
う
だ
が
、

市
原
組
と
し
て
の
こ
れ
か
ら
の

活
路
を
見
出
す
た
め
に
始
め
た

今
回
の
工
事
で
、
あ
る
程
度
の

ノ
ウ
ハ
ウ
は
習
得
出
来
た
。
今

後
も
こ
の
仕
事
に
携
わ
っ
て
い

け
れ
ば
と
思
う
。

県
内
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル

エ
ー
ス
佐
藤
を
投
入

　
現
場
代
理
人
の
佐
藤
は
「
当

社
の
エ
ー
ス
級
の
技
術
者
」
だ

が
、
敢
え
て
太
陽
光
発
電
事
業

の
技
術
を
習
得
さ
せ
る
た
め
、

市原組のマンパワー炸裂

市原市椎津太陽光発電所  〈2〉検証

証
言  

松
山
淳
一

㈱
美
浜
エ
ス
テ
ー
ト
代
表
取
締
役

㈱
市
原
組
代
表
取
締
役

今
回
の
現
場
に
現
場
代
理
人
と

し
て
配
属
し
た
。
ピ
ー
ク
時
は

佐
藤
、東
山
に
加
え
、ル
ー
キ
ー

の
杉
本
の
３
人
体
制
で
あ
た
っ

た
。
美
浜
エ
ス
テ
ー
ト
か
ら
見

れ
ば
「
関
連
会
社
が
市
原
組
」

だ
っ
た
こ
と
か
ら
、
他
の
ど
の

会
社
よ
り
も
造
成
工
事
の
コ
ス

ト
を
抑
え
る
こ
と
が
出
来
た
。

「
ス
ピ
ー
ド
と
採
算
面
」
で
は
、

市
原
組
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
出

来
た
工
事
だ
と
思
う
。
外
注
に

頼
っ
て
い
た
な
ら
ば
、
工
程
も

間
に
合
わ
ず
、
コ
ス
ト
も
大
幅

に
ア
ッ
プ
し
た
こ
と
は
間
違
い

な
い
。
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
事
業
に

お
け
る
造
成
工
事
は
「
場
所
に

よ
り
工
事
費
に
幅
が
あ
る
こ
と

が
ネ
ッ
ク
に
な
る
」
こ
と
を
痛

感
し
た
一
方
で
「
自
社
で
施
工

で
き
る
強
み
」を
再
確
認
し
た
。

そ
れ
は
市
原
組
の
マ
ン
パ
ワ
ー

で
あ
り
、
私
が
「
県
内
ト
ッ
プ

レ
ベ
ル
の
一
人
」
と
認
め
る
現

場
代
理
人
・
佐
藤
の
技
量
で
も

あ
る
。 

〈
敬
称
略
〉

㈱市原組が誇る工事部の（左上か
ら時計回りで）佐藤隆行課長、山
本旬部長、東山毅主任、ルーキー
の杉本知也氏（昨年10月２日、市
原市椎津太陽光発電所落成式で）

　
千
葉
県
中
小
企
業
団
体
中
央

会
の
主
催
に
よ
る
「
２
０
１
４

年
度
第
２
回
官
公
需
普
及
促
進

懇
談
会
」
が
20
日
、
千
葉
市
内

の
三
井
ガ
ー
デ
ン
ホ
テ
ル
千
葉

で
開
か
れ
、
県
内
官
公
需
発
注

機
関
等
（
国
、
地
方
公
共
団
体

等
）
を
は
じ
め
県
内
官
公
需
適

格
組
合
の
代
表
者
ら
30
人
余
が

出
席
し
、
講
演
と
懇
談
を
行
っ

た
。講
演
は
３
部
形
式
で
構
成
。

講
師
は
「
官
公
需
受
注
に
向
け

た
組
合
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
」
を
企
業
診
断
士
の
清
水
透

氏
、
「
国
に
お
け
る
官
公
需
施

策
に
つ
い
て
」
を
関
東
経
済
産

業
局
中
小
企
業
課
の
佐
藤
深
雪

・
課
長
補
佐
、
「
千
葉
県
に
お

け
る
官
公
需
施
策
に
つ
い
て
」

を
県
商
工
労
働
部
経
済
政
策
課

政
策
室
の
中
村
龍
夫
・
副
主
査

が
担
当
。懇
談
の
テ
ー
マ
は「
公

共
調
達
に
お
け
る
官
公
需
適
格

組
合
の
活
用
に
つ
い
て
」
。

ポ
イ
ン
ト
は
ダ
ン
ピ

ン
グ
対
策
強
化
な
ど

　
講
演
で
の
「
官
公
需
受
注
に

向
け
た
組
合
の
取
り
組
み
に
つ

い
て
」
で
は
、
官
公
需
施
策
の

仕
組
み
を
は
じ
め
、
発
注
側
の

発
注
の
事
例（
分
離
分
割
発
注
、

総
合
評
価
方
式
、
一
括
調
達
、

発
注
側
の
事
情
）
、
受
注
組
合

事
例
、
証
明
基
準
を
紹
介
。

　
ま
た
「
国
に
お
け
る
官
公
需

施
策
に
つ
い
て
」
で
は
、
①
官

公
需
に
つ
い
て
②
「
国
等
の
契

約
の
方
針
」
に
つ
い
て
③
２
０

１
４
年
度
中
小
企
業
者
に
関
す

る
国
等
の
契
約
の
方
針
の
構
成

④
同
方
針
の
ポ
イ
ン
ト
⑤
中
小

企
業
・
小
規
模
事
業
者
向
け
契

約
の
２
０
１
３
年
度
実
績
及
び

14
年
度
目
標
⑥
国
等
の
官
公
需

契
約
目
標
、
契
約
実
績
の
推
移

⑦
地
方
公
共
団
体
の
契
約
実
績

⑧
官
公
需
適
格
組
合
制
度
に
つ

い
て
―
―
を
説
明
。

　
一
方
「
千
葉
県
に
お
け
る
官

公
需
施
策
に
つ
い
て
」
で
は
、

①
千
葉
県
の
官
公
需
契
約
実
績

②
千
葉
県
中
小
企
業
の
振
興
に

関
す
る
条
例
・
ち
ば
中
小
企
業

元
気
戦
略
③
中
小
企
業
者
に
対

す
る
県
の
官
公
需
契
約
の
方
針

④
千
葉
県
官
公
需
問
題
研
究
会

⑤
官
公
需
に
関
連
す
る
取
り
組

み
事
業
例
―
―
な
ど
を
説
明
し

た
。

　
国
に
お
け
る
官
公
需
施
策
の

う
ち
、
２
０
１
４
年
度
中
小
企

業
者
に
関
す
る
国
等
の
契
約
の

方
針
の
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
は
、

「
創
業
10
年
以
内
の
中
小
企
業

・
小
規
模
事
業
者
の
参
入
へ
の

配
慮
」
「
消
費
税
の
適
正
な
転

嫁
及
び
ダ
ン
ピ
ン
グ
対
策
の
強

化
」
な
ど
が
あ
る
。
前
者
は
少

額
の
契
約
案
件
に
お
い
て
、
創

業
10
年
以
内
の
中
小
企
業
・
小

規
模
事
業
者
か
ら
新
商
品
の
調

達
に
努
め
る
こ
と
な
ど
に
よ

り
、
受
注
機
会
の
増
大
に
努
め

る
。
後
者
の
ダ
ン
ピ
ン
グ
対
策

の
強
化
は
、
公
共
工
事
の
入
札

の
際
に
、
中
小
企
業
・
小
規
模

事
業
者
に
入
札
金
額
の
内
訳
書

の
提
出
を
求
め
る
も
の
。

官
公
需
普
及
促
進
懇
開
く

県
中
小
企
業
団
体
中
央
会

「
組
合
の
取
り
組
み
」な
ど
で

度
末
の
繁
忙
期
を
迎
え
、
安
定
供
給

を
行
う
こ
と
で
、
数
量
の
確
保
を
お

願
い
し
た
い
」
と
呼
び
か
け
た
。
ま

た
、
人
材
確
保
へ
の
取
り
組
み
に
つ

い
て
「
当
協
会
で
も
優
れ
た
人
材
を

確
保
し
、
世
代
交
代
を
進
め
て
い
く

必
要
が
あ
る
」と
述
べ
た
氏
は
、そ
の

た
め
に
「
計
画
的
連
続
休
暇
の
取
得

促
進
、
第
２
土
曜
日
、
日
曜
日
の
事

業
所
一
斉
閉
鎖
に
よ
る
連
続
休
暇
の

取
得
促
進
を
推
進
し
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
」と
の
考
え
を
示
し
た
。

　
さ
ら
に
、
世
界
的
に
為
替
・
原
油

相
場
が
大
き
く
変
動
し
、
石
油
製
品

の
先
行
き
が
不
透
明
な
状
態
に
あ
る

こ
と
に
対
し
て
は
「
価
格
の
上
下
に

一
喜
一
憂
す
る
こ
と
な
く
『
ア
ス
フ

ァ
ル
ト
合
材
の
安
定
供
給
』
に
向
け

た
努
力
を
今
後
も
続
け
る
必
要
が
あ

り
、
資
材
・
輸
送
手
段
、
人
材
の
安

定
確
保
、
工
場
周
辺
の
環
境
対
策
や

地
球
温
暖
化
ガ
ス
の
排
出
抑
制
に
も

こ
れ
ま
で
以
上
に
取
り
組
ん
で
い

く
」
と
述
べ
、
会
員
に
対
し
て
の
協

力
を
要
請
し
、
あ
い
さ
つ
と
し
た
。

　
そ
の
後
、
高
濱
直
人
副
理
事
長
の

発
声
で
乾
杯
。
和
や
か
な
雰
囲
気
の

中
で
歓
談
に
移
り
、
会
員
同
士
の
親

睦
を
深
め
た
。

　
千
葉
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
合
材
協
会

（
宮
崎
匡
弘
理
事
長
）
は
20
日
、
千

葉
市
内
の
オ
ー
ク
ラ
千
葉
ホ
テ
ル

で
、
新
年
賀
詞
交
歓
会
を
開
催
し
、

約
１
０
０
人
が
出
席
し
た
。

安
定
供
給
第
一
に

　
冒
頭
で
あ
い
さ
つ
し
た
宮
崎
理
事

長
は
、
３
年
連
続
で
増
加
を
記
録
し

た
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
合
材
の
製
造
数
量

が
一
転
し
、
全
国
的
に
前
年
実
績
を

大
き
く
下
回
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
る

こ
と
を
指
摘
。「
県
内
に
お
い
て
も
、

12
月
末
の
集
計
で
は
前
年
を
わ
ず
か

に
下
回
る
結
果
と
な
っ
て
い
る
。
年

あいさつする
宮崎理事長

統

合

広
域
化

末
端
統
合
も
検
討

　
千
葉
県
水
道
事
業
運
営
審
議
会
が
16
日
、
千

葉
市
内
の
県
文
書
館
で
開
催
さ
れ
た
。
審
議
会

で
は
県
営
水
道
事
業
の
現
況
と
県
内
水
道
の
統

合
・
広
域
化
に
つ
い
て
の
２
件
を
報
告
し
た
。

県
営
水
道
事
業
の
現
況
で
は
、
「
県
水
道
局
中

期
経
営
計
画
２
０
１
１
」
に
基
づ
い
て
13
年
度

に
実
施
し
た
施
策
等
に
つ
い
て
、
概
ね
順
調
に

推
移
し
て
い
る
と
の
評
価
結
果
が
報
告
さ
れ

た
。
ま
た
統
合
・
広
域
化
で
は
、
九
十
九
里
・

南
房
総
地
域
の
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
ケ
ー
ス
の
統
合

・
広
域
化
の
進
め
方
（
取
組
方
針
）
案
に
つ
い

て
の
修
正
案
が
示
さ
れ
、
末
端
給
水
事
業
体
の

統
合
に
つ
い
て
も
検
討
を
進
め
る
こ
と
を
追
加

し
た
こ
と
が
報
告
さ
れ
た
。

　
中
期
経
営
計
画
の
13
年
度
主

要
施
策
に
対
す
る
評
価
結
果
で

は
、
内
部
評
価
で
主
要
施
策
10

項
目
す
べ
て
で
成
果
が
出
て
い

る
と
評
価
し
た
。
ま
た
29
の
取

組
項
目
で
は
、
高
度
浄
水
処
理

シ
ス
テ
ム
の
導
入
事
業
な
ど
一

部
を
除
き
達
成
し
て
い
る
と
評

価
。
こ
の
内
部
評
価
を
受
け
て

行
っ
た
外
部
評
価
で
も
内
部
評

価
の
結
果
を
「
妥
当
」
と
し
た
。

　
取
組
事
項
で
不
十
分
と
さ
れ

た
高
度
浄
水
処
理
シ
ス
テ
ム
導

入
事
業
に
つ
い
て
は
、
柏
井
浄

水
場
西
側
施
設
へ
の
高
度
浄
水

処
理
シ
ス
テ
ム
導
入
で
、
「
埋

設
汚
泥
由
来
の
硫
化
水
素
の
た

め
、
予
定
し
て
い
た
実
施
設
計

に
入
れ
ず
、
設
置
場
所
、
時
期

を
再
検
討
す
る
必
要
が
生
じ
、

着
手
が
遅
れ
た
」
と
説
明
。
今

後
に
つ
い
て
は
「
埋
設
汚
泥
対

策
と
し
て
汚
泥
分
析
等
の
調
査

を
実
施
中
で
、
で
き
る
だ
け
早

期
に
着
手
し
た
い
」と
し
、「
本

年
度
末
に
終
了
す
る
実
証
試
験

を
踏
ま
え
て
、
来
年
度
か
ら
具

体
的
な
計
画
を
策
定
す
る
」
と

説
明
。
来
年
度
か
ら
具
体
的
な

汚
泥
対
策
を
実
施
す
る
方
針
を

示
し
た
。

　
ま
た
、
栗
山
浄
水
場
の
ち
ば

野
菊
の
里
浄
水
場
へ
の
機
能
移

転
に
つ
い
て
は
、
本
年
度
か
ら

来
年
度
に
か
け
て
実
施
設
計
を

行
い
、
「
来
年
度
は
工
事
車
両

の
通
行
に
必
要
な
道
路
の
拡
幅

や
補
強
な
ど
の
安
全
対
策
を
実

施
し
、
16
年
度
か
ら
本
体
工
事

に
着
工
し
、
23
年
度
の
稼
働
に

向
け
て
整
備
を
進
め
る
」
と
い

う
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
説
明
し

た
。
同
事
業
は
老
朽
化
し
た
栗

山
浄
水
場
に
つ
い
て
、
同
浄
水

場
と
同
規
模
の
日
量
18
万
６
０

０
０
㎥
を
、
ち
ば
野
菊
の
里
浄

水
場
に
機
能
移
転
す
る
こ
と
に

併
せ
て
高
度
浄
水
処
理
シ
ス
テ

ム
を
導
入
す
る
も
の
。

　
一
方
、
県
内
水
道
の
統
合
・

広
域
化
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
検

討
経
緯
を
説
明
し
、
「
県
内
水

道
の
統
合
・
広
域
化
の
当
面
の

考
え
方
」
（
10
年
３
月
策
定
）

を
基
本
に
13
年
５
月
に
ま
と
め

た
「
県
内
水
道
の
統
合
・
広
域

化
の
進
め
方
（
取
組
方
針
）
案
」

に
つ
い
て
、
昨
年
３
月
に
市
町

村
の
意
見
を
も
と
に
一
部
修
正

し
た
修
正
案
が
示
さ
れ
た
。

　
取
組
方
針
案
で
は
、
リ
ー
デ

ィ
ン
グ
ケ
ー
ス
と
し
て
実
施
す

る
九
十
九
里
地
域
・
南
房
総
地

域
の
統
合
で
、
第
１
ス
テ
ッ
プ

と
し
て
水
道
用
水
供
給
事
業
と

県
営
水
道
事
業
を
経
営
統
合

し
、
そ
の
後
、
第
２
ス
テ
ッ
プ

で
事
業
統
合
に
向
か
う
こ
と
と

し
た
。
第
２
ス
テ
ッ
プ
の
事
業

統
合
で
は
、
事
業
（
会
計
）
を

一
本
化
し
、
用
水
供
給
料
金
の

平
準
化
を
図
る
。
水
道
料
金
の

平
準
化
で
は
、
仮
に
県
水
道
局

の
料
金
単
価
を
引
き
上
げ
ず

に
、
両
企
業
団
に
係
る
単
価
を

平
準
単
価
ま
で
引
き
下
げ
た
場

合
に
は
、
年
約
30
億
円
の
影
響

額
が
出
る
と
試
算
。
こ
の
30
億

円
の
財
源
に
対
し
て
は
、
市
町

村
水
道
総
合
対
策
事
業
補
助
金

約
16
億
円
を
振
り
替
え
る
ほ

か
、
管
理
部
門
の
集
約
な
ど
統

合
効
果
に
よ
り
対
応
す
る
が
、

そ
れ
で
も
不
足
が
出
る
見
通
し

県
内
水
道
の
統
合
・
広
域
化

な
ど
が
報
告
さ
れ
た

で
、
こ
の
不
足
額
は
県
と
構
成

市
町
で
負
担
す
る
こ
と
と
し
て

い
る
。

　
修
正
案
で
は
、
こ
れ
ま
で
の

市
町
村
へ
の
意
向
確
認
の
結
果

を
受
け
て
、
市
町
村
が
担
う
末

端
給
水
事
業
体
で
も
統
合
・
広

域
化
の
効
果
が
よ
り
発
揮
で
き

る
よ
う
に
、
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
ケ

ー
ス
と
併
行
し
て
末
端
給
水
事

業
体
の
統
合
に
つ
い
て
も
検
討

す
る
こ
と
を
追
加
。
統
合
効
果

を
活
か
す
た
め
、
県
が
末
端
給

水
事
業
体
の
統
合
時
に
、
初
期

投
資
費
用
な
ど
に
つ
い
て
短
期

的
な
補
助
制
度
も
検
討
す
る
。

県
で
は
「
一
部
の
市
町
村
で
も

統
合
に
よ
り
マ
イ
ナ
ス
の
効
果

が
出
な
い
」
形
で
の
統
合
・
広

域
化
を
目
指
す
考
え
が
示
さ
れ

た
。

　
な
お
、
会
議
で
は
冒
頭
に
会

長
・
副
会
長
を
選
任
。
互
選
に

よ
り
会
長
に
は
坂
本
弘
道
・
日

本
水
道
工
業
団
体
連
合
会
顧

問
、
副
会
長
に
は
滝
沢
智
・
東

京
大
学
大
学
院
工
学
系
研
究
科

都
市
工
学
専
攻
教
授
が
選
任
さ

れ
た
。


